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1 ． は じめ に

　非 線 形 理 論 と そ の 応 用 （N。 n ］inear　 Theery　 and 　 Its

Applications ： NOLTA）サ ブ ソ サ イ エ テ ィ の 活 動 と今 後 につ

い て，基 礎 ・
境界 ソサ イ エ テ ィ 特別 企画 セ ッ シ ョ ン で ご報

告 す る機 会 を ソサイ エ テ ィ 運 営会 に お い て 示 唆頂 き，企 画

す る に 至 っ た、関係 者 の 皆様 に まず御礼を申 し上 げた い ．

　NOLTA サ ブ ソサ イ エ テ ィ は基礎 ・境界 ソ サイエ テ ィ に お

い て ， 電 子 情報通 信学会 が ソ サ イエ テ ィ 制 に移 行 し て 以 来 ，

地道 に その 地歩 を 固め，当初 の ソ サ イ エ テ ィ 制 の あ り方 で

唱 われ た通 り ， サ ブ ソ サイ エ テ ィ か ら新 た な ソ サ イ エ テ ィ

へ 発 展 す べ く徐 々 に そ の 活 動 を発 展 させ て 来 た 、本報告 は ，

そ の 歴 史的経緯を 振 り返 り，続 く NeLTA シ ン ポ ジ ウム ，
NOLTA ，　 IEICE の オ ン ラ イ ン ジ ャ

ーナ ル に 関す る 報 告を通

して ，サブ ソ サイエ テ ィ の 活 動 を紹 介 す る、基礎 ・境界 ソ

サイ エ テ ィ で は 平 成 23 年 12 月 に 「NOLTA サ ブ ソ サ イ エ テ

ィ の ソサイ エ テ ィ 化検討 WG」 を 立 ち 上 げる こ と とが運 営会

議 で 承認 され，本セ ッ シ ョ ン で は さ ら に 参加 者 の 意見 を 頂

き，そ の 議 論 を ソ サ イ エ テ ィ 化 の 議論 に 繋 げ て 行 くこ とを

主旨とし て い る．

　な お ，本原 稿 の 一一部 は FR 誌 に ま と め た 本サ ブ ソ サ イ エ

テ ィ の 活 動報告の
一．．
部を転 用 してい る ［1］．

2 ． NOLTA サ ブ ソの 活動

　電 子情 報 通 信 学 会が ソ サイ エ テ ィ 制 に 移 行 した 際 の 経緯

は 堀内和夫先生 の 解説 ［2］ に詳 細 な 説 明 が あ りこ 二 で 細

部に 触 れ る こ と はな い が ，学会 に 含 まれ な い 共 通 分 野，境

界 分 野，新分野 に お け る研 究活 動 を推進す る組 織とし て 生

まれた 基礎
・
境界 グル ープ に お い て ，Nonlinear　Theory

and 　 its　Applications （NOLTA）国際 シ ン ポ ジウム と非線形

問題 研究専門委員会 との 活 動 をべ 一
ス と して 発展 し て 生 ま

れ た の が非 線 形 理 論 とそ の 応 用 （NOLTA）サ ブ ソサ イ エ テ

ィ で ある、サ ブ ソ サ エ テ ィ の 活 動 は ， 傘下 の 第
一．．

種研究専

門委員会 NLPと，時 限 研 究専門 委員会 eCS，そ し て NOLTA

国際 シ ン ポ ジ ウム，オ ン ラ イ ン ジ ャ
ーナ ル NOLTA ，　 IEICEの

編集出版 が 主体 とな っ て い る．以 下 主 に，研 究 専 門 委 員会

の 活 動 を 中心 に概要 をま とめ る．

2，1 研 究 専 門委 員 会

a ） ｝ ， 形 。　 研究　 『
・ 会

　傘下 の 非線形 問 題 研 究専 門委 員 会 （NLP） の 歴 史 的運 営 の

経緯 は 遠藤 哲 郎先生の 解説 ［3］ が あ る．そ の 情報 に そ の

後 の 委員長等 の 情報を追加 した も の が 表 1 で あ る ．　1951

年 に 非直線 理 論 研 究専門 委員会 と し て 発 足 し，そ の 後

1970 年 に名称 が非線形問題研究専門委 員会 に 変更 され た ．

同分野 の 発展 とと もに運 営 体 制 は 少 しずつ 替わ り，今 で は

委 員長，副 委員 長 は 1 年任期 で 運 勢 され，実 質的な実務 は

2 年 任期 の 幹 事 と表 に は無 い が幹事補佐が 行っ て い る．

　NLP は 1988 年頃 か ら東 京 だ け で な く各 地 で 開催 さ れ る

よ うに な りま した．発 表 論 文 数も毎回 20 件近 くあ り，隔

世 の 感 が 有る．こ の 各地で の 開催は 今 で も続け られ て い ま

す ．研 究 会 で な けれ ば お い そ れ と出 張で きない 様な揚所で

の 開催 は人 気 を集め て い る．

（b　　三　　究 斗お よび 時 限研 究
‘
　　

ugA

　本サ ブ ソサ イ エ テ ィ の 分野 は上記 NLP の 分野の 発展 を受

け て の 展 開 を受 け て ，第三 種研 究 会 と して 表 2 の 通 り二 っ

の 研究会 が活 動 し，当該 分 野 の 議論 を活発 に 行っ た．特に

これ らの 研 究 会 の 活 動 が 国 際会議 NOLTA の セ ソ シ ョ ン と し

て 企 画 さ れ る な ど，国際 的 な 活 動 に ス ム
ーズ に 繋げ る流れ

を作 っ て 来 た．
　蒔 隈研 究専 門委 員会 ccs は 、情 報通 僑披 術 1プ♪す べ て の 階

囓，そ れ を取 「1ま く情 報 通 借 環 境．｛
一
して 神経 系や 生 物 シ

ス テ ム ．さ らに は ノ丶 間 の ノ
ー・．

シ 1・ル コ ミ「・、ニ ケ・一
シ IL・ン 有∫

表 1　 非 線形 問題 研究 専門委 員会歴 代委 員 長
・
幹 事

奪門蚕羆驫　繍 簍顔織 癒 踊　　　 1　 膿確　　　　　 任 謎

臨確鐘
脚

…鰤 ハ窰携
・4 鋤罪壱瞬 i 、繭饗 仁 一 1952、襯 r醗 弓 錨 ？、麗 广

餓

盛膨職麗 ≡蝣 ．鰰 攤 　 擁 鰡 鱇灘 　纏 田鷹
一

矚 了、舷 鱗 唄   ．的 弓 1

縛 學 癬 堯鵬 〜漁 窺い 栂ヨ飄 脚 1
：
佐 強 海 τ贓 臼メ囀 ”掬 袖 ゆ 331

ぼ 田 境髭 舮醂 駅 麟 嚥 羣　 皇尋ア3．つ む 酌一
締困瘢

一
　　…
鱠 鱒 醐 、獅 　 珀 惹 磯 維 毒　 轟 真 律 醇 7レ桝触 い薄 ” 賜 3心丁

篇 灘 磯 瞼 氾 日4 恥 卩軸 抵 ド脚 ・3 ち

蕩纂仁
一

贈 シ翠 鵡 　 期 皋購 鵡 　韈燕澱次蝿 1智 し 9 縛 レ 詈糊 墨「3 宰．．一一
iよ 田蹟豆 脳 Ψ，崩 恐 い 睾鱒 モ〆鎚 ノ3｝

蕊彝 力 邑  醸 鰤 州艪 罰 3像 i 躑無 壌湊 呈騨 膨 鱗
「
3い 購 む 雛

ゴ3麈

i鎗蝋 涯畆 購 輩脳 や 1　 斈剛 月謁 ノs睾

上圏瞬亮

一
坩 臼2 顎 犠 　 搴緲 蠏 劇 　≡灑譲芻 択 緬

卩
鬘韜2・鵬 ・ひい監頒 撫 麗 ♂鱒

職 耕 浩士 i薦 ユ・那 、φい 睾鱒 餓 聯 理 ，

臨 撫 獄蔭 詈韓 舗 9／朝 ・羹鱈   鞠 ノ蹄

欝購螻短 ゆ 艇 燗 嚇 ・・孅 闘 冨 濃 　
E
嚢讒認蠶 i鞨簸漏 ．厂田 ・，歸 7 α5メ藤

蕣 轟作

　　　　　　　　　　　：
糖 断’胴 瑠 誓・週 鬘霧伽 ／聯 ：諜籌驪 「鶴 ；驪 月 留 ql　 廻 鱒 心 5∫墳　＿｝ 一冨

；　 鷺 1蝿 ，・爛 崔6 興   襲厂儡 ノ講

  糴砦 辱田鯛央 臆 9δ’囃 ．2矗 疇 驩 瞳〜勝 、糠 　：
帯鞭瞬熱 栓本 肆 懸 転覗 〆脚 ・濾 緲 聴 厂［s1 田φ 轡 ｝顳 黝 P榊 レ 臨 卵＿「1「「“1「1

昏饒 蟹 t瓣 ．朋 〜鋤 qB 製 〆肱 ？2

松皐 睡 甲聲
一
烈 ま珊 肺 ｝51 騨 ・聖蠍 〆概 轡 　i

乎紳
一

籥 農光正嶺 剏 ｝輔 、1巳 層 誰〆勝 攪
i
大石鸛

一 r鱒 1〆縛 メ維 紹 轗 3／鋤 攤

圧 糖 沢曝 職 鱈 鮒 柵 獅
胃i騰 懸 2に　 麗 褒峩 鬘曲 2揖 駆 鴛 一氈鰤 ．囁aレ 器

涙靂課激 濺哲 濫烹   含価 、22 一堊緇 鱗 〆ロ 耄
寧轟躍爾 r鮒 距 欝 厂競 一憾 95

广
麗
广
齢

舞村駿血 田 中 辮 1嚇ら！聴 Fiか バ 辮 〆 
・」鮮蠏 騨 〆韓 、14叮簍鰤 鋤

・
旧 3箏騨 簸雲

緇 驫瀛 ：濕 羈：三5
一
欝鑑 翻 溢

一．．．
霞 中 欝 鬢 瞬 鐓 L瀰 琢・驪 メ鱒

一
臠 鰐 畑 5〆応

書 餒 鶴 題騰 誓縣 簿 贓 纖 ／i臼・・隼瀚 7♂飾 如 　1虞湊嫁蠕 1盤脚覇
「19一薄 臼a栢 『 22

晦麟 甜鼎 畿 転 毒一 覯 聖〆囃 馴 ・旧 軸 偽 ．汲3i 灘許簿灘 i船 ア・05．1ト 筆鶴 瀞 ＄〆齢　　　　一
大石鮎

一
．．一一
籔　麹 渥

　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　門
齪 鑑〜騒 誤 　 纏 療鱒〜攤　i山村燦燦

「卩
融 諺紬 5〆盤 一瀚 厂甑 ！諺

鰲島欝飆 興釁
一
章 畧瓣 ・鞠 慧2一欟 珊 課 穿

：
土羆蝉矗 　　 i燭 蠢・鵜 ヂ默 ・蹴 し櫑 〆29　　　一

奮蹄
一

黛 學 讌畷黔 躙 艇 懺 ・幽 翻 醜 〆齡 i惣 ロ 糖　 　 　雛 獅鵬 羅
・
欝 鋤 5瑠 7

中蠢懇鷺 隅 蠻究 欝 凄麟 燐
・
継 脚 鷲 7i 蜘 腺 韈　 　 鰰 嚇 ！鱒 ・緲 賽窺 、23

謡 倭 先 莠纒騨 緬 繖 儺 影曽zゆ9脚   ア i轗躍籀 驚 　　 繝 盆鵬 懸 　 鑞 嚇 ダ25
鼾藷蓼随 稗 欝鴇

　　　　　　　　　　　Ψ
躁 脚 鱒 8 −2剛 ．禽5備 鞭 鬣駒 厭 　 　谿 ！D5 蝿

一
躙 景葡 〜2穿

終 翻男 懿灘雑碧 霞鵬 価 ・器 　黝 5．駈 灘 職 的翁夊　　 嬲 茄 盤
・・
躙 〜欝

薙野癒鶴 穣鬣篷 窯 跏 黴 欝
一

攤 鵬   1楢 黼 　　襴 緇 囎 紺 鹹 2晦…
鬟縣瞹窯 滋舞蒡期

　　　　　　　　　　　石
2瞞 〜懸 衂 m鼕  3〜師 ・飼 　岡 諭鐡一　　　臙 鞠 筥

一
軾騾 厂郡 ！黷

滋弁秀樹 叢 蘚 智
薫 緲 季〜騰 鵬 ・津  ・0524 　 螺 鋤史　　 蠍 ノ醇鍛 窪　 2む06櫪 堀

太顯 層 胃 翻 灘醗 2醐 、・塒 潜
・2漁 、05 爛 　 繦 芻癬　 　 嬲 懲 5广2ト 診駐欺 郡 溜

由械満蔭 虚雛鱒 離 讀鵬 n瀰 囎 嘶 〆舞壅 濾 餾 勠 　 鯲 聴 篇 鯛 購 耀

灘 陣 羅 編嬉醤漆 20w 魏 聯 黶 臨 櫛 〆2葦 1露 灑羅彝　 　 鋤   擢 1一
撫鋸疑直 蕊 露 藩轣　 袤酬 〆轉 糊

一
　 　 　 　 備 唹拓 溺　 　 賊 ll泌 ・抽

2012／3／20〜23 岡山市 　　　　 SS−7

（基礎 ・境界講演論文集）

Copyright◎ 20121EICE

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Electronics, Information, and Communication Engineers

NII-Electronic Library Service

工nstitute 　 of 　 Eleotronios ，工 nformation ，　 and 　 Co   unioation 　 Engineers

2012 年電子情報通 信学会総 合大 会

寒 2　 第 三 種 研 究鞭
1［．
倭 1．，1会委輿長 ・幹箏

導門墨醜長　測委饑長
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一

ハ イ ブリ
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寿
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ー
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池 騨 　露 よ 餡暫史 2Dσ3！05．「23−20i1「广D5’zア 嵩坂 搬矯　 　　 2啝 ・05’23 −2011∫騷 ’置

三 堀 赫慮　　　　　　　200 鵞ノ05！23　　2911 ／B5／2ア

し て 来 た 非 線形 分 野 の 研 究 の 実 績 が，必 ず し も基礎 ・境界

ソサ イ エ テ ィ ，電 子 情報通信学会全体の なか で 認 知 され て

い る 訳 で は な い ．しか し，国際的に は 非常 に 高い レ ベ ル の

研 究 成果 を発信 し続けて きた．こ の 乖 離 に よっ て 将 来 の 会

員 の 研 究活 動 が阻害 され る こ とが 無い 様に，ま た 海外論 文

誌への 研 究成果 の 流 出に 歯止 め をか け る こ とが で きる 様 に ，
可 能 な 限 り の 環 境 を 作 り上 げ る 必 要 が あ る．す なわ ち

NOLTA サ ブ ソ の 扱 う分 野 を さ らに 展 開 し，国際的 に そ の ネ

ッ トワ
ーク を作 り上 げ る 起点 とす るた め に，英 文 電 子 ジ ャ

ー
ナ ル を 有効 に 利 用 した 展 開 が 次の 課題 とな る．

表 3 　 日鴇 ミ研 究 噺
］F楼 員会委 眞艮 ・幹 享

複 雑 コ ミュ 鳳 ケーショ ン シス テム硯究会くCGSl
毒門 婁員長 副襲員長 任期　　　　　　　幹事 任 期

梅野 健
田帶久購 　 　　　 　　 　　　 　　 　 霞田淳更

20ヨ］〆04一
一

罵本英二 中灘観遡

20↑｛．厂04 一

も含 め た 広範な 研 究 対 象を 扱 い ，そ こ に あ る 境実的間題 の

本 質、限 界 とそ れ ら の 蕾 孑変に 横た わ る 普 靆 的町 質 を 明 らか

に す るサ イコニン
．

ス び〕禽11崖 を ヨ指 し て
．
確設 され．た．蠡：數会 で あ

る． NOI．TA2011 の 初 日 に キ ッ ク オ フ の 研 究 集 会 を 開催 し た．
そ の 後 11 月 に 宮古 島 に て 研 究会 を 開催 し，本総合大会 の

シ ン ポ ジ ウム を企 画 し，活 発 な活 動 を行 っ て い る、NLP と

は 異な る視点か ら よ り現 実 的 な 閥題 に 対 し て パ ラ ダイ ム シ

フ トを 引き起 こ す起点 と な る こ とが期待 され る．

2．2NOLTA シ ン ポ ジ ウム

　NOLTA サ ブ ソ サ イ エ テ ィ の 運 営 に お い て 研 究専 門委．員会

と双 輪 を なす の が NOLTA 国 際シ ン ポ ジ ウ ム で あ る、そ の 設
立 お よ び 詳 細 は 本 セ ッ シ ョ ン の NDLTA シ ン ポ ジ ウム の 香 田

先生 の 解説 ｛5｝に委 ね る．こ こ で は，サ ブ ソサ イ X テ ィ と

し て の 考 え に つ い て 述べ る．

　毎年 開催 され る 同シ ン ポ ジ ウム は，言 うまで もな く 関 係

する 研 究者 の 無私 の 貢献 に よ る．こ の 運 営 に携わ る研 究 者，
指 導者 の 姿を 見る 若 手 が ，次 の 機会 に運 営 の 中心 で 渚 動す
る 研 究者 に な る とい う，良い 循環 が生まれ てい る．そ れ は，
NLP 等 の 研 究会 に お け る発 表 が す ぐに国 際 的 な 発表に っ な
が る とい う，国 内 で も有数 の 流れ となっ て い る、サ ブ ソ サ

イ エ テ ィ は ，若 手 を 大 切 に 育 て て い くた め，彼 らが 多 く の

経験を積む 場 を設 定 し，世 界 に 出て 行く当た り前の 作 法 を

身 に つ け る 環境 を作 る こ とに腐 心 して い る．そ の た め に ，
毎年 NOLTA 開催 時 にサ ブ ソ サ イ エ テ ィ の 主催 に よ る国 際 運

営 会 議 を 開催 し，コ ミ ッ テ ィ
ーに よ る運営の 議論，プ ロ シ

ー
デ ィ ン グ の 公 開 に 開す る 議論，さらに は 今 後 の 開催 地 に

関す る 議論を行っ て い る．

2．3　10LTA，　IEICE

　2e10 年 10 月 に は ，こ れ らの 活 動 を ベ ース に，基礎 ・境
界 ソ サイ エ テ ィ お よび 学 会 の ご支 援を 得て ，オ ン ラ イ ン ジ

ャ
ーナ ル NQLTA，　 iEICE を独 自に 発 刊 す る こ とに 漕 ぎ着け

た．こ の 論文 誌の 発 刊 の 経緯，理 念や 編集方針 に 関 して は

本 セ ッ シ ョ ン の 大石 先生に よる NOLTAシ ン ポ ジ ウム の 解説
に 委ね る ［6］．

　従来 本サ ブ ソ サイ エ テ ィ は 基礎 ・
境界英文論文誌 の 中で ，

一
般 投 稿及 び NOLTA 特 集 号 の み を論 文 と して扱 うこ とが で

きなか っ た が ，季刊 の NOLTA ，　 IEICE に お い て そ の 幅 広 い

対 象 分 野 の 中で ，戦略 的に 研 究 分 野 の サーベ イや 特集を企

画す る こ とが で き る よ うに なっ た． NOLTA サ ブ ソ が 対象 と

3 ． NOLTA サ ブソ の 今後

　非線形 理 論 とそ の 応 用 サ ブ ソ サイ エ テ ィ は 属 す る研 究 専
門委 員会の 数は 少 な い が ，毎 年 国 際 会議 を 開催 し，さ ら に

独 自 の 英文 オ ン ラ イ ン ジ ャ
ー

ナル を発 刊 す るに 至 っ た．こ

れ は 言 う ま で もな く ， 関係する 研究者 の 無私の 貢 献の 賜 物

で あ る．また ソ サ イ エ テ ィ か らの 大 きな バ ッ ク ア ッ プ に つ

い て も言及 し けれ ば な らな い ．

　本 サ ブ ソ サ イ エ テ ィ は 現 状 を ゴ ール とせ ず，常 に 新 し い

形 を模索 して 行 く こ とを使命 と し なけれ ばな らない ．そ の
一

つ が，基礎 ・境界 ソ サ イ エ テ ィ の 議 論 を経 て ，学会の ソ

サ イ エ テ ィ 化以 来 の 課題で あっ た，発 展 し た分野 （サ ブ ソ

サ イ エ テ ィ ）の ソ サ イ エ テ ィ 化へ の 検討を進める こ とで あ

る， 昨 年 12 月 に 基礎 ・境界 ソ サ イ エ テ ィ の 運 営 会議 で 設

置 を 承 認 され た 「NOLTA サ ブ ソ サ イ エ テ ィ の ソ サイ エ テ ィ

化 検討 WG」 は，　 NOLTA の ソ サ イ エ テ ィ 化 だ け を検 討 す る

WC， に 留 めず，今後 の 基 礎 ・境 界 ソ サ イエ テ ィ の 運 営の 方向

性 を検 討 す る こ とに な る で あ ろ う．メ ン バ ーに は基 礎
・
境

界 ソ サ イ エ テ ィ の 運 営会議 メ ン バ ーか ら広 く募 っ て い る．
以 下 に検 討 して い る 事項 を示 す．

　（D サブ ソ サイ エ テ ィ の ソ サ イ エ テ ィ 化の 要 件の 検討

　   独 立 し た ソ サ イ エ テ ィ と 基 礎 ・
境界 ソ サ イ エ テ ィ

　　　 の 関 係の 整 理

　（3） 基礎
・
境界 ソサイ エ テ ィ の 会 員の 分属

　（4） ソサ イ エ テ ィ お よび サ ブ ソ サ イ エ テ ィ の 経 理 運 用

　   独立 した ソ サイ エ テ ィ と ソ サ イ エ テ ィ と の 位置づ

　 　 　 けの 整 理

　NOLTA サ ブ ソ サイ エ テ ィ は，基礎 ・
境界 ソ サ イ エ テ ィ の

一
層 の 発 展 を 支 え る た め，先駆 け と なる 活 動 を続 け て 行き

た い と考 えて い る ．
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